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高強度レーザーと物質との相互作用により生成される高エネルギーのイオン、電子、Ｘ線等は、

テーブルトップの量子ビーム源として注目され様々な応用が提案されている。特に高エネルギー

イオンについては、医療用としての小型加速器への利用が期待されている。今回、レーザー駆動

による高エネルギーイオン発生を目的とし、薄膜ターゲットからの陽子発生実験を行なった。 

日本原子力研究開発機構設置のチタンサファイアレーザー（J-KAREN）を用いて、薄膜ターゲ

ットに照射した。レーザーのパルス幅は半値全幅で~40 fs であった。レーザーパルスは軸外し放

物面鏡により集光され、集光強度は~1x1021 W/cm2と見積もられる。ターゲット裏面方向に発生す

る陽子を CR-39と RCFの組み合わせにより測定した。また、レーザーとアルミ薄膜ターゲットと

の相互作用を調べるため、レーザー反射方向に発生する高次高調波（2次〜4次）を、分光器によ

って測定した。アルミ薄膜ターゲットを用いた場合、陽子の最大エネルギーは 40 MeV程度に達

した。講演では、得られた実験結果の詳細について報告する予定である。 
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